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福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
　
開
催 
福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
　
開
催 
福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
　
開
催 

　
５
月
１０
日（
日
）、
福
崎
東
中
学

校
で
、
第
４５
回
福
崎
町
消
防
団
消

防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
瀧
川
団
長
以
下
５
２
６
名
の
消

防
団
員
が
、
多
数
の
ご
来
賓
が
見

守
る
な
か
、
消
防
操
法
競
技
を
展

開
し
ま
し
た
。 

　
４
月
は
じ
め
か
ら
夜
間
訓
練
を

重
ね
て
き
た
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

２
分
団
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

３０
分
団
が
、
鍛
治
屋
分
団
指
揮
者
・

中
塚
康
佑
選
手
の
力
強
い
選
手
宣

誓
の
後
、
消
防
操
法
を
行
い
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
ま
し
た
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】 

　
優
　
勝
　
新
町
分
団 

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】 

　
優
　
勝
　
庄
分
団 

　
準
優
勝
　
福
田
分
団 

　
第
３
位
　
駅
前
分
団 

　
第
４
位
　
　
川
分
団 

　
第
５
位
　
吉
田
分
団 

 
　
な
お
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
優
勝
・
新
町
分
団
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
・
庄

分
団
、
準
優
勝
・
福
田
分
団

は
、
６
月
２８
日（
日
）に
川
辺
小
学
校（
市
川
町
）で
開
催
さ
れ
る
第

５
回
神
崎
郡
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
） 

〔小型動力ポンプの部〕優勝　庄分団 

〔自動車ポンプの部〕優勝　新町分団 

募集人数　約３０人 
参 加 費　２，０００円（高校生は無料） 
対 象 者　高校生以上（未成年の人は保護者の承

諾を得てください。） 
会　　場　エルデホール内 
申込方法　エルデホール、教育委員会に備え付け

の申込書に記入のうえ参加費を添えて
お申し込みください。 

申込期日　７月２０日（月） 
問い合わせ先　エルデホール　　２３－１６５５  
〈講師紹介〉 
佐藤克明：公益社団法人全国公立文化施設協会ア

ドバイザー、音楽評論家 
岡本伸子：ワークショップ専門企画みんなの木代表、

至学館大学・岡崎女子大学非常勤講師 

　文化プロデューサーとは、イベントや交流活動など、
文化芸術による活動でまちを元気にするためのリーダ
ーです。講座開設３年目の今年は、企画から実施まで、
より実践的に学び、身につけることを目ざします。 
　私にできるかな？とためらうあなたも大歓迎！みな
さん積極的にご参加ください。 

受講生募集！！ 

回 日　程 内　　　容 

１ ７/２５（土） 

２ ８/８（土） 

３ ９/１２（土） 

４ １０/３（土） 

５ １０/２４（土） 

６ １１/１４（土） 

・開講式（主催者挨拶と講師紹介） 

・社会が求める企画をどう作るか（佐藤） 
・参加したくなる魅力的な企画を作る①（岡本） 
・参加したくなる魅力的な企画を練り上げる②（岡本） 

・聞き手が共感するプレゼンテーションのポイント（岡本） 

・閉講式（修了証書授与） 

・文化がまちを元気にするとはどういうことか（佐藤） 
・自分の強みを理解するワークショップ（岡本） 

・「広報は知らせるだけ」ではありません! 
　PR（Public Relations）の本当の意味（佐藤・岡本） 
・文化活動の財源を開拓する①国・自治体・民間の助成金 
　助成の目的を読み込んで申請書を書いてみる（佐藤・岡本） 
・文化活動の財源を開拓する②自主財源と寄付金の重要性 
　協同組合方式・協賛金・ネット募金などを検討する（佐藤） 

・魅力を全面に出すプレゼンテーション発表会（佐藤・岡本） 
・まとめ 

◆全日程開始時間：午前９:３０～（各３時間） 



7月2日（第一木曜日）資料整理のため休館 

３ 

★エルデホール催物のご案内★ 

８月９日（日） 8月の催し 

「青島広志とおしゃべりクラシック」 エルデ 
サマーコンサート 

■出演／青島広志・小野勉 
　　　　大阪交響楽団メンバーによる弦楽四重奏 
　　　　特別出演：福崎高校ギター･マンドリン部 
■開演／１３：３０（開場１３：００） 
■入場料／おとな１,０００円（友の会会員９００円） 
　　　　　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 
■友の会先行発売　６月１５日（月） 
■一般発売　６月２０日（土） 
☆「世界一受けたい授業」「題名のない音楽会」などテレビ
番組でもおなじみの青島広志さんが、クラシック音楽を楽
しく分かりやすく解説しながら演奏するコンサート。クラ
シックは敷居が高いと思っている方も、音楽がぐっと身近
に感じられるはず！ 

８月22日（土） 8月の催し 

アニメ漫才「アキラボーイ」 

■出演／アキラボーイ 
■開演／１４：００（開場１３：３０） 
■入場料／５００円【全席自由】 
■友の会先行発売　６月１５日（月） 
■一般発売　６月２０日（土） 
☆アジアデジタルアート大賞のエンターテ
イメント部門大賞に輝き、日本テレビで行

われたデジタル芸人グランプリでは優勝を飾るなど、まさ
に日本一のデジタル芸人であるアキラボーイ。テレビ番組
でも特集が組まれるほど、今話題の注目次世代デジタル芸
人です。お子様と一緒に新しい世界を堪能ください！ 

８月23日（日） 8月の催し 

■出演／打打打団天鼓 
　　　　特別出演：和楽芸能保存会 
■開演／１８：００（開場１７：３０） 
■入場料／おとな２，３００円 
　　　　　（友の会会員２，１００円） 
　　　　　高校生以下１，１００円 
　　　　　（友の会会員１，０００円） 

（当日各５００円増）【全席自由】 
■友の会先行発売　６月２８日（日） 
■一般発売　７月５日（日） 
☆世界を熱狂させた和太鼓エンタテイメント！「オモロ迫
力」をテーマにした大阪発のユニークなコンサートは古典
的手法のみにとらわれず、洋楽、演劇、笑いの感性などエ
ンタテイメントの様々な要素を取り入れ、和太鼓の常識を
越えた感動とスピード感をあなたに。昨年超満員の舞台、
好評により今年も開催。ぜひ、あの感動を味わって下さい！ 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（６月２０日～７月１日） 

おはなし会 

6月20日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
7月1日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

6月27日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　 
　かぐや姫　他」 

『打打打団天鼓in福崎』 【住民企画事業】 

【６月の休館日】４日・１１日・１８日・２５日 
【７月の休館日】２日・９日・１６日・２１日・２３日・３０日 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホールまで　　　２３－１６５５　fax２３－１６５６ 

　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 

　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

　エルデホール友の会を創設しました。 
　ぜひエルデホール友の会にご加入を！！ 
募集期間　６月１５日（月）から随時 
会　　費　無料（会員証を発行します。） 
加入方法　加入申込書を提出してください。 

申込書はエルデホール・文化センター・
社会教育課にあります。 

特典 
１．自主公演イベント情報をメール配信 
２．チケットの先行発売 
３．入場料の1割をこえない割引（割引がない公演
　　もあります） 
４．電話でのチケット予約 
《注意》特典が受けられるのはエルデホール主催事
　　　　業に限ります。 
※団体会員（原則法人）もあわせて募集しています。 
　詳しくはエルデホールまでお問い合わせください。 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊　　児童書3冊 
「九年前の祈り」　　　　小野　正嗣 
「火花」　　　　　　　　又吉　直樹 



４ 

町長賞 

賞 

福 崎 町 議 会 議 長 賞  

教 育 長 賞  

文 化 協 会 長 賞  

商 工 会 長 賞  

兵庫西農業協同組合長賞 

神 崎 郡美術協会長賞  

奨 励 賞  

日本画 

岩本すず子（姫路市） 

吉岡　夏子（姫路市） 

西藤　幸子（姫路市） 

増田　幸子（加西市） 

平石　聰子（姫路市） 

小林　久美（姫路市） 

竹村　為能（養父市） 

井上　絹代（姫路市） 

大内　康幸（市川町） 

洋画 

足立　哲郎（朝来市） 

久保　則香（姫路市） 

上野　朱実（福崎町） 

田中角太郎（姫路市） 

徳賀さよ子（神河町） 

山下　紘加（福崎町） 

正部　心也（福崎町） 

伊達　芳文（姫路市） 

福島　正史（明石市） 

書 

坂下　順子（福崎町） 

鍛示　正子（福崎町） 

屋　　清美（福崎町） 

河原　映子（福崎町） 

大杉　沢子（福崎町） 

藤本　照子（福崎町） 

長尾美恵子（福崎町） 

　橋　淳子（神河町） 

写真 

豊国　俊一（福崎町） 

谷　登志朗（姫路市） 

福原加代子（宍粟市） 

多田　利幸（市川町） 

田中　信政（福崎町） 

播岡　　猛（姫路市） 

浅尾　建次（姫路市） 

彫塑・工芸 

岡田　茂和（神戸市） 

黒田　雅幸（姫路市） 

長谷川千賀子（加東市） 

木村　義春（福崎町） 

赤松　玉利（加古川市） 

窪田　一正（加古川市） 

福井　鎭雄（福崎町） 

松本　　勝（福崎町） 

（敬称略） 

日本画　松岡映丘賞「いつも側にいるよ」 
鈴木 みゆき（福崎町） 

書「杜甫詩」 
藤本 陽子（福崎町） 

第
３３
回 

福
崎
町
美
術
展 

受
賞
者
決
定
！ 

洋画「秋の森へ行こう」 
鈴木 みゆき（福崎町） 

彫塑・工芸「里山の春」 
鈴木 みゆき（福崎町） 

　
第
３３
回
福
崎
町
美
術
展
が
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
部
門
２
０
９
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

（
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

写
真
「
突
風
」 

藤
澤 

昌
信
（
市
川
町
） 

≪材料≫（シフォン型φ１８cm台分） 
もちむぎ茶...２０g　卵黄...３個分　卵白...４個分 
薄力粉...７０g　ベーキングパウダー...小さじ１/２ 
サラダ油...１/４カップ　牛乳...１８０cc 
グラニュー糖...７０g　塩...少々 

≪作り方≫ 
①鍋に牛乳を沸騰させ弱火にし、もちむぎ茶を加え、濃く煮だす。 
　※もちむぎ茶は除いて使う 
②ボウルに卵黄と、グラニュー糖の半量を合わせ、泡立て器で
もったりとするまで泡立てる。 

③②に①とサラダ油を少しずつ加え混ぜる。 
④ふるった粉類を入れ、粉っぽさがなくなるまで混ぜる。 
⑤別のボウルに卵白と塩を入れ軽く泡立て、残りのグラニュー
糖を３回に分けて加え、ピンとツノが立つまで泡立てメレン
ゲを作る。 

⑥④にメレンゲを２回に分けて混ぜ合わせる。 
⑦生地の泡をつぶさないように、型の八分目くらいまで流し入れ、
竹串などで軽くなぞって生地をならし、中の空気を抜く。 

⑧１８０℃に予熱しておいたオーブンで約３０分焼く。 
⑨焼きあがったらケーキクーラーにのせて冷まし、型から出し
完成！ 

　このレシピは、兵庫県立大学環境人間学部食環境栄養課程の学生が
集まって活動している学生団体「兵庫商品開発プロジェクトＤＥＮ」か
ら提供を受けました。 

もち麦の風味が
香る 

シフォンケーキ
です。 

もち麦の風味が
香る 

シフォンケーキ
です。 



５ 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言 

　
久
し
ぶ
り
に
党
首
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
引
用

し
て
、
「
過
去
の
日
本
の
戦
争
は

『
間
違
っ
た
戦
争
』
だ
と
い
う
認

識
は
あ
り
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
ら

れ
た
首
相
が
「
私
は
ま
だ
、
そ
の

部
分
を
つ
ま
び
ら
か
に
読
ん
で
い

な
い
の
で
論
評
は
差
し
控
え
た 

い
」
と
答
え
ら
れ
た
こ
と
が
国
内

外
で
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
無
条 

件
受
諾
す
る
こ
と
で
敗
戦（
終
戦
） 

と
な
り
ま
し
た
。 

　
戦
後
の
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

を
日
本
に
生
か
す
こ
と
か
ら
出
発

し
て
い
ま
す
。
私
は
中
・
高
・
大

教
育
の
す
べ
て
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

を
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
あ
ら
た
め
て
宣
言
を
取
り
出
し

て
読
ん
で
み
ま
し
た
。
宣
言
に
参

加
し
て
い
る
国
は
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
の
三
カ
国
で
す
。

宣
言
は
早
く
戦
争
を
終
り
に
し
て
、

戦
力
を
放
棄
し
、
民
主
的
な
国
家

と
し
て
再
出
発
し
て
ほ
し
い
な
ど

１３
項
目
の
要
求
を
記
述
し
て
い
ま

す
。
決
し
て
無
理
難
題
を
押
し
付

け
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。 

　
日
本
国
憲
法
は
こ
の
趣
旨
を
生

か
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
教

育
も
、
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送

ら
な
い
誓
い
か
ら
出
発
し
て
い
ま

す
。 

　
い
ま
、
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

る
安
全
保
障
関
連
法
案
は
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
の
精
神
か
ら
は
ず
れ
て

戦
争
の
で
き
る
国
に
変
身
し
よ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

　
日
本
が
目
指
す
べ
き
道
は
、
軍

隊
を
持
た
ず
、
軍
事
同
盟
に
参
加

せ
ず
、
反
核
平
和
を
国
是
と
し
て
、

ど
こ
の
国
と
も
仲
良
く
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
幸
い
日
本
は
憲

法
を
守
っ
て
国
づ
く
り
を
進
め
た

結
果
、
経
済
的
に
も
成
長
し
、
教

育
水
準
は
向
上
し
て
い
ま
す
。
こ

の
力
を
活
用
し
て
、
経
済
、
教
育
、

技
術
な
ど
平
和
的
な
部
面
で
世
界

に
貢
献
す
る
な
ら
、
世
界
か
ら
信

頼
さ
れ
感
謝
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
こ
そ
真
の
安
全
保
障
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 消防操法大会 

　幼児交通安全教室「うさちゃんクラブ」を、４月

２０日から２７日まで、町内の各幼児園・こども園で

開催し、カッパに変装した交通安全協会婦人部福崎

支部の皆さんが、信号機の見方について指導を行い

ました。 

　園児たちはおはなしやクイズで、楽しく交通ルー

ルを学びました。 

　教室の最後には婦

人部の皆さんが「交

通安全」の願いを込

めて作ったペンダン

トが園児たちに配ら

れました。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　福崎町の給食センターでは、食育の一環として、安

全・安心な町内産の野菜や、特産のもち麦をできるだ

け多く給食に使用するよう取り組んでいます。 

今年度、町民の皆さまに給食についてもっと知ってい

ただきたいと思い、試食会を開催することにしました。

学期に１回ずつ３回程度開催する予定です。 ○日時：７月１０日（金）１２：００～１３：００ 

○場所：給食センター２階 

○募集人数：１５人（受付順、定員になり次第締め切り） 

○金額：２４４円（お釣りのないようにお願いします。） 

○受付期間：６月２２日（月）～３０日（火） 

学校給食試食会参加者募集！ 
～第１回目は「夏野菜カレー」です～ 

申し込みは給食センターまでお電話ください。 

時間：８：００～１６：４５　　　２２－０７１０ 

献立 

ご飯 
夏野菜カレー 
ささみフライ 
もちむぎ麺のサラダ 
ゼリー　牛乳 

　５～６月にはたまねぎやじゃがいもの収穫が始

まり、７月にはトマトやかぼちゃ、ピーマンとい

った夏野菜や、にんじん、にんにくが出そろいます。

もちろんお米も町内産です。 

※受け付けた方には、後日案内ハガキを郵送します。 



福崎町 

一
つ
一
つ
の
命
を
大
切
に 

福
崎
西
中
学
校
１
年（
当
時
） 

中
垣
文
斗 

　
み
な
さ
ん
は
、
大
切
な
人
が
近
く

に
い
ま
す
か
？
家
族
、
友
だ
ち
、
い

と
こ
、
親
せ
き
の
人
、
数
え
れ
ば
た

く
さ
ん
出
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

僕
に
も
た
く
さ
ん
の
大
切
な
人
が
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
大
切
な
人
も
、

最
後
に
は
み
ん
な
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
僕
は
今
年
、
こ
こ
、
福
崎

西
中
学
校
に
引
っ
こ
し
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
の
６
年
生
の
時
、
前
の
学

校
で
担
任
の
先
生
の
お
父
さ
ん
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
切
に

し
て
い
た
人
が
亡
く
な
り
、
先
生
は

と
て
も
悲
し
ん
で
い
ま
し
た
。
僕
た

ち
は
、
で
き
る
こ
と
で
先
生
を
は
げ

ま
そ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
先

生
は
し
ば
ら
く
立
ち
直
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、
大
切

に
し
て
い
る
人
が
、
も
し
急
に
亡
く

な
っ
た
ら
、
も
う
言
葉
に
な
ら
な
い

く
ら
い
悲
し
い
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
生
に
話
を

聞
い
て
み
る
と
、
あ
ま
り
恩
返
し
や

親
孝
行
が
で
き
な
く
て
、
も
う
し
わ

け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
人
が
亡
く
な
る
こ
と
は
、
と
て

も
つ
ら
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
最
近
で
は
、
犯
罪
に
よ
る
人
殺
し

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
そ
の
犯
罪
で
亡
く
な
っ
た
遺
族

の
方
々
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
き
っ
と

信
じ
ら
れ
な
い
、
う
そ
だ
、
何
で
な

ど
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
人
に

は
命
が
あ
り
、
そ
の
命
は
必
ず
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
命
を
自

分
の
勝
手
で
縮
め
た
り
、
失
わ
せ
た

り
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
く

ら
う
ら
ん
で
い
て
も
、
に
く
ん
で
い

て
も
、
同
じ
人
と
し
て
、
絶
対
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
犯
罪
以
外
で
も
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

犯
罪
の
原
因
な
ど
に
も
な
っ
て
い
ま

す
が
、
何
か
の
ト
ラ
ブ
ル
で
け
ん
か

に
な
り
、
「
ぶ
っ
殺
し
て
や
る
か
ら

な
！
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
こ
れ

は
人
と
し
て
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
で
す
。
そ
れ
を
最
近
で
は
、
子
ど

も
の
け
ん
か
で
も
、「
死
ね
」
や
「
う

ぜ
ぇ
ん
だ
よ
」
と
言
う
子
が
い
ま
す
。

い
く
ら
腹
が
立
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
本
当
に
も
う
会
え
な
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
僕
も
、
け

ん
か
で
カ
ッ
と
な
っ
て
、
言
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
兄
弟
が
い
る
人
に

は
よ
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
兄
弟
げ
ん
か
で
す
。
僕
の
場
合
は
、

兄
と
の
け
ん
か
で
す
。
僕
は
兄
に
は

勝
て
ま
せ
ん
。
僕
は
い
つ
も
負
け
て
、

く
や
し
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
手

で
は
勝
て
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
せ
め

て
口
で
や
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
、
つ

い
「
死
ね
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
父
に
そ
れ
が
知
ら
れ
、

う
ん
と
し
か
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
言
っ
て
い
い
こ
と
と
、
だ
め
な

こ
と
が
あ
る
や
ろ
。
も
し
こ
れ
で
、

本
当
に
死
ん
だ
ら
ど
な
い
す
る
ん
や
。

言
葉
の
暴
力
は
、
ず
っ
と
心
に
残
る

ん
や
。
」
こ
う
言
わ
れ
た
の
は
、
今

で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時

は
、
反
省
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
少

し
だ
け
不
満
も
あ
り
ま
し
た
。
何
で

自
分
だ
け
な
の
。
兄
か
ら
し
か
け
て

き
た
の
に
。
そ
う
思
い
ま
し
た
。
結

果
的
に
は
、
自
分
が
悪
い
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
は
そ
う
思
い
ま
し
た
。 

　
僕
は
、
そ
の
夜
寝
る
と
き
に
、
死

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
も
し
本
当

に
死
ん
だ
ら
・
・
・
と
い
う
父
の
言

葉
に
つ
い
て
で
す
。
も
し
本
当
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
二
度
と
話

せ
な
い
、
遊
べ
な
い
、
た
と
え
け
ん

か
が
多
く
て
も
、
僕
の
た
っ
た
一
人

の
兄
が
亡
く
な
っ
た
ら
・
・
・
そ
れ

以
降
は
ゾ
ッ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
自
分
が
死
ぬ
と

言
わ
れ
て
本
当
に
死
ん
だ
ら
、
や
り

残
し
た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、
と
て

も
く
い
の
あ
る
人
生
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
相
手
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
思
う
と
、
自
分
の
言
っ
た

言
葉
に
き
ょ
う
ふ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
消
え
る
こ
と
の
な
い
、
タ

ト
ウ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ

以
来
、
そ
の
言
っ
て
は
い
け
な
い
言

葉
を
言
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
僕
は
、
命
の
大
切
さ

に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
ま
し
た
。 

　
僕
は
、
命
以
上
に
大
切
な
も
の
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
お
金
に
も
、
物

に
も
、
言
葉
に
も
代
え
ら
れ
な
い
大

切
な
宝
物
で
す
。
僕
は
、
た
く
さ
ん

の
命
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人

の
命
は
た
っ
た
一
つ
で
す
。
人
と
い

う
漢
字
は
、
た
だ
の
二
本
の
線
で
書

か
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
、
人
と
い
う

字
は
、
正
直
た
だ
簡
単
で
い
い
や
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
の

祖
母
が
、
人
と
い
う
字
は
、
二
人
の

人
が
支
え
あ
っ
て
で
き
て
い
る
ん
だ

よ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
確

か
に
そ
う
だ
な
と
納
得
し
ま
し
た
。

人
と
い
う
字
は
意
味
が
深
く
、
命
も

自
分
一
つ
だ
け
だ
っ
た
ら
、
生
き
て

い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
生
き

て
い
て
も
つ
ま
ら
な
い
か
ら
、
周
り

の
人
々
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
僕

は
こ
れ
か
ら
今
ま
で
以
上
に
命
に
関

心
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
先
も
、
ず
っ

と
命
の
大
切
さ
を
心
に
留
め
て
、
命

の
大
切
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

６ 

高岡小学校１年（当時）　圓山裕大 

田原小学校２年（当時）　佐谷真帆 

福崎小学校４年（当時）　吉田正道 



ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
同
居
の
高
齢
の
父
宛
に
書
籍
が

届
い
た
。
父
に
確
認
す
る
と
、
電

話
で
福
祉
支
援
の
た
め
の
書
籍
の

紹
介
が
あ
り
、
「
昔
活
躍
さ
れ
た

方
々
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
障

害
者
支
援
に
役
立
て
て
い
ま
す
」

と
説
明
さ
れ
、
断
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

　
送
ら
れ
た
書
籍
の
中
に
振
込
用

紙
が
同
封
し
て
あ
り
、
価
格
が
３

万
円
だ
と
わ
か
っ
た
。
父
は
耳
も

遠
く
会
話
が
か
み
合
わ
な
い
と
き

も
あ
る
。
過
去
に
叙
勲
を
受
章
し

て
い
る
情
報
を
業
者
が
把
握
し
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 

（
６０
歳
代
男
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
契
約
日
か
ら
８
日
以
上
が
経
過

し
て
い
た
が
、
書
面
に
不
備
が
あ

っ
た
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

主
張
で
き
る
と
判
断
し
、
セ
ン
タ

ー
が
介
入
し
業
者
に
連
絡
し
ま
し

た
。
契
約
者
が
高
齢
で
あ
る
こ
と

を
配
慮
し
解
約
に
応
じ
る
と
回
答

が
あ
っ
た
た
め
、
書
籍
を
着
払
い

で
返
送
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
慈
善
事
業
や
福
祉
の
支
援
な
ど

を
名
目
と
し
て
、
福
祉
団
体
を
騙

り
、
商
品
を
勧
め
る
悪
質
業
者
が

あ
り
ま
す
。
叙
勲
等
受
章
さ
れ
た

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、
断

り
に
く
い
人
間
の
心
理
を
巧
み
に

利
用
し
た
手
口
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
判
断
能
力
が
衰
え
た
独

居
高
齢
者
宅
に
出
入
り
し
、
小
さ

な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
繰
り
返
し
、

帰
省
し
た
娘
さ
ん
に
支
払
い
を
迫

る
被
害
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
件
は
、
契
約
書
が
な
か
っ
た

た
め
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
主
張
し

ま
し
た
。 

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
等
で
契

約
し
た
商
品
や
役
務
は
、
契
約
書

を
も
ら
っ
た
日
か
ら
８
日
間
は
無

条
件
で
解
除
で
き
る
「
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。
８

日
以
上
経
過
し
て
い
て
も
、
契
約

書
を
も
ら
っ
て
い
な
い
、
契
約
書

に
不
備
が
あ
る
場
合
は
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
主
張
で
き
ま
す
。
諦
め

な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
昨
年
末
に
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
発
表
し
た
消
費
者
問
題
１０
大
ニ

ュ
ー
ス
に
も
「
高
齢
者
の
被
害
、

依
然
と
し
て
多
く
」
と
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
地
域
で
高

齢
者
被
害
を
防
ぐ
よ
う
見
守
り
が

大
切
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
出
前
講

座
で
の
啓
発
事
業
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

防
ご
う
！
高
齢
者
の
被
害
 

７ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

か
た 

な
り
た
い
よ
　
い
つ
も
あ
か
る
く 

　
や
さ
し
い
子 

福
崎
小
学
校
２
年（
当
時
）　 

和
田
瑞
生 

元
気
よ
く
　
人
の
目
を
見
て 

　
あ
い
さ
つ
だ 

八
千
種
小
学
校
４
年（
当
時
） 

　
島
圭
太 

自
分
さ
え
…
　
そ
ん
な
考
え 

　
も
う
卒
業 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

中
島
夕
祈 

あ
り
が
と
う
　
言
っ
た
数
だ
け 

　
し
あ
わ
せ
に 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

古
河
妃
奈
子 

お
た
が
い
に
　
良
い
と
こ
認
め
て 

　
笑
顔
満
開 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

田
中
来
実 

住民一人ひとりに、 
『１２けたの番号』が割り振られます。 

住民一人ひとりに、 
『１２けたの番号』が割り振られます。 

住民一人ひとりに、 
『１２けたの番号』が割り振られます。 
【どんなふうに始まるの？】 
平成２７年１０月から 
　１２けたの個人番号（マイナンバー）が記載された「通知カード」
が郵送されます。 
平成２８年１月から 
　マイナンバーの利用開始・希望者に「個人番号カード」（顔写真
付きICカード）の交付を開始します。 

【マイナンバーって便利になるの？】 
　行政手続きをする際に添付書類（所得証明書や住民票の写し等）
が減るなど、住民のみなさまの負担が軽減されます。 
　行政サービスの受給状況や所得情報が正確に把握できるため、
公平・公正にきめ細やかな支援を行うことができます。 
　情報連携により各機関での行政事務が効率化され、手続きが正
確で早くなります。 

日本語対応　０５７０－２０－０１７８　　外国語対応　０５７０－２０－０２９１ 
受付時間　午前９時半～午後５時半（土日祝日、年末年始除く） 

問い合わせは「マイナンバーコールセンター」へ 



国民健康保険のお知らせ 

国民健康保険税改正のお知らせ 国民健康保険税改正のお知らせ 国民健康保険税改正のお知らせ 
　国民健康保険制度の健全な運営のため、平成２７年度の国民健康保険税の税率等 
を改正します。 

●保険税の軽減制度 
　前年中の所得が所得基準を下回
る世帯については、保険税の均等
割額と平等割額が減額されます。
軽減を受けるための申請は不要で
すが、未申告世帯は軽減の対象に
はなりません。 

●非自発的失業者の方に対する 
　軽減制度 
　倒産・解雇などによる離職や雇い止
めなどにより離職された６５歳未満の
方の保険税は、前年給与所得を３０/１００
とみなして計算します。 
　対象となるのは、ハローワークが発
行する雇用保険受給資格者証により、
上の理由で離職されたことを確認でき
る方です。軽減を受けるためには申請
が必要です。 

①医療保険分、後期高齢者支援金分、介護保険分の課税限度額を引き上げます。 
②低所得者の負担軽減を図るため、２割軽減、５割軽減の対象世帯を拡大します。 

改正のポイント 

※下段の（　）内は昨年度の所得基準 

３３万円以下 

３３万円＋２６万円×世帯主を含む加入者数以下 
（３３万円＋２４.５万円×世帯主を除く加入者数以下） 

３３万円＋４７万円×世帯主を含む加入者数以下 
（３３万円＋４５万円×世帯主を含む加入者数以下） 

Ａ ７割軽減 

Ｂ ５割軽減 

Ｃ ２割軽減 

所得基準（世帯主と国民健康保険加入者の２６年中の所得金額の合計） 

　
口
座
振
替
と
は
、
税
金
を

指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
落
し
て
払
込
み
す
る
も
の

で
す
。
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
納
税
通
知
書
ま

た
は
納
付
書
・
通
帳
・
届
出

印
を
持
っ
て
福
崎
町
指
定
金

融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
手
続
き
を

さ
れ
て
か
ら
口
座
振
替
開
始

ま
で
約
２
か
月
か
か
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
、
口
座
振
替

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、

振
替
口
座
や
引
落
し
方
法 

（
一
括
・
月
ご
と
）を
変
更
さ

れ
る
方
も
、
金
融
機
関
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。 

　
お
早
め
に
手
続
き
を
！ 

町
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で 

確
実
な
口
座
振
替
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

【平成２７年度国民健康保険税の税率等】 

Ａ 所得割額 課税所得金額×税率 

固定資産税額×税率 

被保険者１人につき 

１世帯につき 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ 
（ただし、賦課限度額まで） 

５.５３％ 

１０.００％ 

１８,６００円 

１３,１００円 

賦課限度額 
５２０,０００円 
（５１０,０００円） 

２.４０％ 

５.７０％ 

８,６００円 

６,４００円 

賦課限度額 
１７０,０００円 
（１６０,０００円） 

２.６０％ 

８.６０％ 

９,４００円 

４,７００円 

賦課限度額 
１６０,０００円 
（１４０,０００円） 

Ｂ 資産割額 

Ｃ 均等割額 

Ｄ 平等割額 

年間保険税 

計算の説明 医療保険分 後期高齢者支援金分 介護納付金分（※1） 

※１　介護保険分は４０歳以上６５歳未満（介護２号被保険者）の方のみに上乗せされます。 
※２　下段の（　）内は昨年度の賦課限度額 

●文化センター行事予定（6/20～7/19） 

神崎学園 
日時：７月９日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：７月９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　７月１６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

サルビアセミナー（公開講座） 
日時：７月４日（土）　１３：３０～１５：００ 
場所：文化センター 
演題：「柳田國男とエスペラントの人々」 
講師：大阪観光大学観光学部観光学科 
　　　　　教授　橘　弘文 さん 
＊上記公開講座は、一般の方も参加していただけます。
どうぞ、お越しください。 

８ 



医療のお知らせ 

　
現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
（
浅
黄
色
）
の

有
効
期
限
は
６
月
３０
日
で
す
。

平
成
２７
年
度
の
所
得
判
定
後
、

該
当
に
な
る
方
に
は
、
７
月

か
ら
有
効
の
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
（
黄
色
）
を
６
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
母
子
家
庭
等
の

方
、
平
成
２６
年
度
に
福
祉
医

療
費
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ

て
い
な
い
方
で
７
月
か
ら
新

た
に
該
当
に
な
る
方
に
は
申

請
書
類
等
を
送
付
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
旧
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

は
有
効
期
限
終
了
後
、
健
康

福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

平成２７年度　福祉医療制度所得制限等一覧表 

重度（高齢重度） 
障害者医療 

乳幼児等医療 

こども医療  

本人・配偶者・扶養義務者 

乳児等保護者（扶養義務者） 

こども保護者（扶養義務者） 

所得制限の内容 

所得確認対象者の市町村民税の所得割 
税額の合計額が 

※０歳児については所得制限はありません 

所得確認対象者 

２３５,０００円未満 

お
知
ら
せ 

★公費医療負担額助成制度（老人医療以外の福祉医療受給者の方） 
自立支援医療・特定疾患医療・小児慢性特定疾患医療・肝炎治療などの他の公費負担医療が受給できる場合は、
福祉医療制度より優先されます。他の公費負担医療には自己負担額がありますので、その自己負担した金額を助
成します。詳しくは健康福祉課までお問い合わせください。 

９ 

第６５回 
「社会を明るくする運動」 
神崎郡住民大会 開催 

日時　７月７日（火） 午後１時３０分～ 
場所　エルデホール 
内容　講演会 

　社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪

や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について

理解を深め、それぞれの立場において、力を合わせ

犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的

な運動です。７月が強化月間です。 

問い合わせ先　健康福祉課　高年福祉係（内線３６４） 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

2 割 

外　来　　8,000円 

入院等　15,000円 

外　来　　8,000円 

入院等　24,600円 

区　分 対　　象 所得制限の内容 自己負担限度額 負担割合 

1 割 

世帯全員が市町村民税非課税で、本人の年金
収入を加えた前年の所得が８０万円以下の方 

世帯全員が市町村民税非課税で、その世帯全
員の所得が０円の方 
（年金収入が８０万円以下で他に所得がないこと） 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

2 割 

外　来　　8,000円 

入院等　15,000円 

外　来　12,000円 

入院等　35,400円 

1 割 

世帯全員が市町村民税非課税で、本人の年金
収入を加えた前年の所得が８０万円以下の方 

世帯全員が市町村民税非課税で、その世帯全
員の所得が０円の方 
（年金収入が８０万円以下で他に所得がないこと） 

昭和２４年６月３０日以前
に生まれた方 
（経過措置により変更
　ありません） 

昭和２４年７月１日以降
に生まれた方 

老
人
医
療 

母子家庭の母等（扶養義務者） 

扶養親族等の人数 

所得限度額 

0

192万円 

1

230万円 

2

268万円 

3

306万円 

4

344万円 

母
子
家
庭
等
医
療 

　
加
入
保
険
や
住
所
を
変

更
さ
れ
た
場
合
は
、
手
続

き
が
必
要
で
す
。 



介護保険のお知らせ 

介護保険施設の居住費、食費の軽減制度があります 

社会福祉法人等による利用者負担の 
軽減制度があります 

軽減を受けるにはどうすればいいの？ 

　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護
療養型医療施設、ショートステイの各サービスを
利用する方のうち、次の方については、居住費、
食費について、負担の上限額（負担限度額）が設け
られ、負担が軽減されます。 
　介護保険制度の改正により対象者が、８月１日
から右記のように変更になります。 
 
 
 
　介護保険サービスを利用すると、かかった費用
の１割が利用者負担となりますが、社会福祉法人
等が行う介護サービスを利用した場合、所得により利用者負担が軽減される制度があります。 
 
 
　居住費、食費の負担限度額の適用や利用者負担額の軽減を受けるには、事前に申請する必要があります。サー
ビスを利用する前に、介護保険負担限度額認定申請書・社会福祉法人等利用者負担軽減対象確認申請書に必要事
項を記入して申請してください。認定された方には、後日、介護保険負担限度額認定証・社会福祉法人等利用者
負担軽減確認証を交付しますので、施設、事業所へ提示してからサービスを利用するようお願いします。 

問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５４・３６４） 

平成２７年７月３１日まで 平成２７年８月１日から 

・住民税非課税世帯の方　または 
・生活保護を受けている方 

・住民税非課税世帯の方　または 
・生活保護を受けている方  
上記に加え 
・世帯分離している場合でも、 
　配偶者が非課税であること 
・預貯金等が単身１,０００万円、 
　夫婦２,０００万円を超えないこと  
（必要な提出書類等） 
本人・配偶者の預貯金・有価証 
券・借用証書などの写し 

平成２７年度介護保険料 

介護保険料を年金から納めて 
いただいている方へ 

　６５歳の誕生日の前日の属する月
から、各市町で決められた基準額
をもとに、所得段階別に保険料が
決定し、個々に納付していただき
ます。 
　基準額は、介護サービスにかか
る費用などに応じて３年ごとに見
直されます。平成２４年度から平成
２６年度までは５７,６００円（月額４,８００
円）でしたが、平成２７年度から平
成２９年度は６２,８００円（月額５,２４０円）
に引上げとなりました。 
　みなさんには、６月１６日に発送
する「平成２７年度介護保険料納入
決定通知書」でお知らせします。 
 
 
 
　４・６・８月分は、原則前年度の
２月分と同額の保険料を納めてい
ただくようになっております（仮
徴収）。前年の所得に応じ年間の
保険料が決定すると、仮徴収で納
めていただいた額を差し引いた残りの額を１０・１２・２月分で納めていただきます（本徴収）。 
※本年度は基準額の見直しにより、仮徴収額と本徴収額の保険料に大きく格差が生じる場合があるため、保険料
額ができるだけ均等になるように６月と８月の徴収額を変更（平準化）します。 

問い合わせ先　税務課　介護保険料担当（内線３４２） 

前　年　度 

１２月 ２月 １０月 ６月 ８月 ４月 １２月 

本徴収 仮徴収 本徴収 

２月 １０月 

現　　年　　度 

【平成２７年度介護保険料】 

※第１・２・３・４・５段階の「合計所得金額」とは、前年の年金以外の所得で構成する合計所得金額
をいいます。 

所得段階 

第１段階 

第２段階 

対　　象　　者 保険料率 年額（円） 

基準額×０.４５ ２８,２００ 

基準額×０.６５ ４０,８００ 

・生活保護を受けている人 
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人 
・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額＋公的年金等収入額が 
　８０万円以下の人 

・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額＋公的年金等収入額が 
　８０万円を超え１２０万以下の人 

第３段階 基準額×０.７５ ４７,１００ 
・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額＋公的年金等収入額が 
　１２０万円を超える人 

第４段階 基準額×０.８３ ５２,１００ 
・本人が住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で、 
　合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円以下の人 

第５段階 基準額×１.００ ６２,８００ 

第６段階 基準額×１.２０ ７５,４００ 

第７段階 基準額×１.２５ ７８,６００ 

第８段階 基準額×１.４５ ９１,１００ 

第９段階 基準額×１.５０ ９４,３００ 

第１０段階 基準額×１.７０ １０６,８００ 

・本人が住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で、 
　合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円を超える人 

・本人が住民税課税で、合計所得金額が１２０万円未満の人 

・本人が住民税課税で、合計所得金額が１２０万円以上１９０万円未満の人 

・本人が住民税課税で、合計所得金額が１９０万円以上２９０万円未満の人 

・本人が住民税課税で、合計所得金額が２９０万円以上４００万円未満の人 

・本人が住民税課税で、合計所得金額が４００万円以上の人 

１０ 



福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

１１ 

 

　
東
新
田
古
墳
は
、
銀
象
嵌
装
大

刀
の
柄
頭
が
出
土
し
た
東
広
畑
古

墳
の
東
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
９
年
に
は
、
東
広
畑
古
墳

と
と
も
に
町
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
「
つ
ぶ
れ
塚
」
と

も
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
在
、
石
室

に
は
天
井
が
な
く
、
石
材
が
一
部

し
か
の
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
ほ
場
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
の

結
果
、
古
墳
の
大
き
さ
は
直
径
約

１６
ｍ
で
、
形
は
円
墳
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査

に
よ
っ
て
鉄
器
が
２
３
０
点
以
上
、

土
器
が
１
０
０
点
以
上
み
つ
か
っ

て
い
ま
す
。 

　
出
土
し
た
土
器
や
鉄
器
の
特
徴

か
ら
、
６
世
紀
後
半
に
つ
く
ら
れ

た
古
墳
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。 

  

◎
馬
具（
轡
、
兵
庫
鎖
）◎ 

　
馬
具
の
轡（
馬
の
口
に
装
着
す

る
道
具
）や
鐙（
馬
に
乗
る
人
が
足

を
か
け
る
部
分
）の
兵
庫
鎖
な
ど

が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す（
写
真
２
）。 

　
鐙
の
兵
庫
鎖
が
２
点
見
つ
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
鐙
が
左
右
１
対
で

副
葬
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

　
そ
の
他
に
も
、
雲
珠
や
飾
金
具

な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
今
後
、

保
存
処
理
を
す
す
め
て
い
く
予
定

で
す
。 

 

◎
銀
象
嵌
が
施
さ
れ
た
大
刀
の
鍔
◎ 

　
平
成
２６
年
度
の
保
存
処
理
中
に
、

大
刀
の
鍔
部
分
に
施
さ
れ
た
銀
象

嵌
が
新
た
に
み
つ
か
り
ま
し
た
。

写
真
３
で
確
認
で
き
る
白
い
線
で

描
か
れ
た
模
様
は
、
銀
が
は
め
込

ま
れ
た
象
嵌
と
い
う
大
陸
由
来
の

技
術
で
描
か
れ
た
も
の
で
す
。 

　
資
料
は
１
㎝
×
２
㎝
と
い
う
小

さ
な
破
片
で
す
が
、
　
を
削
る
処

理
を
行
い
、
銀
象
嵌
を
肉
眼
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
２３
年
度
に
東
新
田
古
墳
か

ら
出
土
し
た
鉄
器
の
保
存
処
理
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
銀
象

嵌
が
施
さ
れ
た
大
刀
が
少
な
く
と

も
２
振
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

保
存
処
理
結
果
に
よ
り
、
も
う
１

振
別
の
大
刀
が
副
葬
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
遺
物
や
保
存
処
理
の
結

果
は
、
展
示
な
ど
で
公
開
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

　
福
崎
町
で
は
、
平
成
２３
年
度
か
ら
国
や
県
の
補
助
を
受
け
、
東
新
田
古

墳
か
ら
出
土
し
た
鉄
器
の
保
存
処
理
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平

成
２５
・
２６
年
度
に
保
存
処
理
を
し
た
鉄
器
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

東
新
田
古
墳
（
西
田
原
字
東
新
田
） 

文
化
財
再
発
見
　 60

位置図 

ぎ
ん
ぞ
う
が
ん
そ
う
た 

え
ん
ぷ
ん 

ば
　
ぐ 
く
つ
わ 

ひ
ょ
う
ご
ぐ
さ
り 

あ
ぶ
み 

う
　
ず 

か
ざ
り
か
な
ぐ 

つ
ば 

ふ
り 

ち 

つ
か
が
し
ら 
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ひ
が
し
し
ん
で
ん
こ
ふ
ん 

保
存
処
理
結
果 

東
新
田
古
墳
の
概
要 

写真１　東新田古墳（西から） 

写真２　東新田古墳出土鉄器（１轡、２・３兵庫鎖） 

写真３　東新田古墳出土鉄器（大刀の鍔の一部） 
　　　　　　　（左はＸ線写真） 

東広畑古墳 東広畑古墳 
東新田古墳 東新田古墳 

あぶみ 

轡 
くつわ 

兵庫鎖 
ひょうごぐさり 鐙 

くら 

鞍 

かざりかなぐ 

飾金具 
う　ず 

雲珠 
かわかなぐ 

革金具 つじかなぐ 

　金具 

馬具各部名称 
（馬具装着想定図） 

1 ２ ３ 

さ
び 



１２ 

　体験隊活動へご協力いただきました保護者ボランティアや地域ボランティアのみなさんに厚くお礼申し上げます。
平成２７年度も活動へご協力いただける方を募集しています。ぜひ歴史民俗資料館（　２２－５６９９）までご連絡ください。 

～福崎の文化を知り、福崎の歴史とともに歩む～ 歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

人や動物、家のかたちをしたはにわ
など、個性あふれるはにわがつくら
れました。 

平
成
２７
年
度
も
、
ふ
く
さ

き
歴
史
体
験
隊
は
元
気
に

活
動
し
ま
す
。
６
月
に
小

学
校
を
通
じ
て
隊
員
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
５
・
６
年
生
は
先
生

に
た
ず
ね
て
み
て
ね
。 　川界隈をめぐり、柳田國男の

生家や記念館、三木家住宅など
を見学しました。 

はにわづくり① 

力を合わせてカマをつくり、はにわ
を焼きあげました。まが玉づくりも
体験しました。 

はにわづくり② ～はにわを焼こう！～ 

町内の古墳をめぐりに出発。 
みんなで古墳の中にも入ったね。隊
員全員が入れる大きな古墳にびっくり。 

古墳めぐり ～町内の古墳めぐり～ 

正月を前に、凧あげをしました。凧
は手づくり。骨組みを組み立て、好
きな絵や模様を描いて完成させました。 

凧づくり・凧あげ ～よくあがる凧をつくろう～ 

最終回は、福崎町の特産物であるも
ち麦を使った料理に挑戦！ 
どの料理もおいしくできました。 

郷土の特産物を知ろう！・修了式 

かいわい 

たこ 

開級式・　川かいわいウォークラリー 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

平
成
２６
年
度
は 

４０
人
の
隊
員
が 

参
加
し
ま
し
た
。 

地
域
の
み
な
さ 

ん
に
支
え
ら
れ 

て
、
元
気
に
活 

動
し
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

の
方
々
や 

給
食
の
パ
ン
に 

も
、
も
ち
麦
は 

使
わ
れ
て
い
る 

ん
だ
よ
！ 

身
近
に
あ
る 

素
材
で
凧
を 

つ
く
っ
た
よ
。 

暗
い
〜
！！ 

で
も
・
・
・
・
・ 

妙
徳
山
古
墳 

は
大
き
く
て 

広
か
っ
た
！！
 



１３ 

　
明
治
１０
年
（
１
８
７
７
）
、
松

岡
鼎
は
姫
路
の
師
範
学
校
か
ら
神

戸
の
師
範
学
校
へ
転
学
。
翌
１１
年

に
卒
業
し
て
、
昌
文
小
学
校
（
田

原
小
学
校
の
前
身
）
の
校
長
と
な

り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
若
干
１９
歳
。

な
ぜ
、
姫
路
の
師
範
学
校
に
入
学

し
た
の
に
、
卒
業
は
神
戸
師
範
学

校
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
１９

歳
と
い
う
若
さ
で
校
長
先
生
に
な

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、

鼎
が
教
師
に
な
る
ま
で
の
お
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
日
本
の
近
代
教
育
制
度
が
は
じ

ま
っ
た
の
は
、
明
治
５
年
の
「
学

制
」
公
布
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
武
士
の
子
弟
の
教

育
を
担
っ
て
い
た
藩
校
や
、
庶
民

の
教
育
を
担
っ
て
い
た
寺
子
屋
は

姿
を
消
し
、
各
地
に
小
学
校
が
設

立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
小
学
校
が
で
き
て
も
、
生

徒
を
教
え
る
教
員
の
数
が
不
足
し

て
い
ま
し
た
。 

　
現
代
で
は
、
学
校
の
先
生
に
な

る
た
め
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
教
科
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
履
修
し
な
け
れ
ば
、
教
員
免

許
が
と
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
採

用
試
験
に
受
か
ら
な
け
れ
ば
、
実

際
に
先
生
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
学
制
が
公
布
さ

れ
た
頃
は
、
教
員
を
養
成
す
る
た

め
の
仕
組
み
が
十
分
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
教

員
に
つ
い
て
の
規
定
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
満
た
せ
る
人
材
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
う
し
た
中
、
各
地
に
教
員
を

養
成
す
る
た
め
の
師
範
学
校
が
設

立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
鼎
も
ま
た
教
員
と
な
る
べ
く
姫

路
の
師
範
学
校
に
入
学
し
ま
す
。

明
治
初
期
、
兵
庫
県
は
今
の
よ
う

な
県
域
で
は
な
く
、
播
磨
地
域
は

飾
磨
県
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
明
治
９
年
。
府
県
の
再
統

合
が
行
わ
れ
、
旧
兵
庫
県
（
摂
津

西
部
地
域
）・
飾
磨
県
（
播
磨
地

域
）・
豊
岡
県
（
丹
波
・
但
馬
地

域
）
と
名
東
県
の
一
部
（
淡
路
島
）

が
ひ
と
つ
に
な
り
、
今
の
兵
庫
県

が
生
ま
れ
ま
す
。 

　
合
併
前
の
各
県
は
そ
れ
ぞ
れ
師

範
学
校
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

合
併
後
、
財
政
的
な
事
情
も
あ
り
、

学
校
を
統
廃
合
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
１０
年
、
兵

庫
師
範
伝
習
所
・
飾
磨
県
師
範
学

校
・
豊
岡
県
師
範
学
校
が
統
合
さ

れ
、
神
戸
師
範
学
校
が
設
立
さ
れ

た
の
で
す
。 

　
こ
の
と
き
、
飾
磨
か
ら
神
戸
に

転
学
し
た
生
徒
の
回
想
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時 

飾
磨
の
師
範
学
校
に
は
１
０
０
名

ほ
ど
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
２８
名
が
選
抜
さ

れ
て
、
神
戸
に
転
学
。
残
り
の
生

徒
は
臨
時
卒
業
の
形
で
、
た
だ
ち

に
教
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
選
抜
さ
れ
た
生
徒
た

ち
は
、
揃
い
の
袴
を
身
に
つ
け
、

飾
磨
港
か
ら
船
に
乗
り
、
一
路
神

戸
へ
と
向
か
っ
た
そ
う
で
す（『
兵

庫
県
御
影
師
範
学
校
創
立
五
十
周

年
記
念
誌
』よ
り
）。 

　
鼎
も
ま
た
、
選
抜
組
の
１
人
と

し
て
、
神
戸
師
範
学
校
に
転
学
し

ま
し
た
。
当
初
、
新
校
舎
は
ま
だ

建
築
中
。
師
範
教
育
の
方
法
も
ま

だ
整
備
段
階
で
、
教
科
書
や
参
考

書
等
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
鼎

を
は
じ
め
、
師
範
学
校
の
生
徒
た

ち
は
、
寄
宿
舎
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
教
員
に
な
る
た
め
の
修
養
を

積
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。 

　
明
治
１１
年
。
鼎
は
神
戸
師
範
学

校
の
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
。
地

元
昌
文
小
学
校
の
校
長
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
翌
年
か
ら
は
、
神
東 

・
神
西
両
郡
の
小
学
校
校
長
と
な

り
、
そ
の
傍
ら
各
小
学
校
を
巡
回

し
て
、
教
員
に
授
業
方
法
を
指
導

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
当
時
、
ま

だ
正
規
の
資
格
を
も
っ
た
教
員
の

数
は
少
な
く
、
師
範
学
校
で
教
育

を
受
け
た
者
は
さ
ら
に
少
数
で
し

た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
小
学
校

を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
子
ど

も
を
、
「
授
業
生
」
と
い
う
補
助

教
員
に
任
命
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
弱

冠
１９
歳
と
は
い
え
、
当
時
の
教
育

に
関
す
る
最
先
端
の
知
識
を
習
得

し
た
鼎
は
、
地
域
の
小
学
校
教
育

を
担
う
、
貴
重
な
人
材
だ
っ
た
の

で
す
。 

第１１話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

１９
歳
の
校
長
先
生 

し
は
ん 

か
な
え 

し
ょ
う
ぶ
ん 

み
ょ
う
ど
う 

そ
ろ 

は
か
ま 

　園田学園女子大学の大江篤さんをお招きし、

連続講座②「歴史文化遺産としての民俗文化

－生誕１４０年　柳田國男の『故郷七十年』を読

む－」を開催します。ぜひご参加ください。 

日時　７月４日（土）１３：３０～１５：００ 

場所　歴史民俗資料館２階／無料 

歴史民俗資料館　連続講座のご案内 
『福崎町史』販売中 

福崎町史全４巻 
第１巻（本文編Ⅰ）５,０００円　　第２巻（本文編Ⅱ）４,７００円 
第３巻（資料編Ⅰ）４,０００円　　第４巻（資料編Ⅱ）４,５００円 

　福崎町の自然、古代から近現代ま
での歴史、柳田國男と松岡家などが
平易な文章で書かれています。ぜ
ひお手元においてご愛読ください。 

町の歴史や文化がよくわかる！！ 

販売場所：歴史民俗資料館 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２７
年
６
月
４
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 
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利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　川　川 
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川
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１４ 

柳田國男検定【初級編】参加者募集 柳田國男検定【初級編】参加者募集 柳田國男検定【初級編】参加者募集 第２回 第２回 

民俗学の父・柳田國男の生誕地である福崎。 

ここで柳田國男検定がはじまった。 

國男の生涯に挑戦してみませんか。 

日時　8月2日（日）　１１：００～（開場１０：３０） 
会場　文化センター 

申し込み先　◆柳田國男・松岡家記念館　　２２－１０００　　◆社会教育課（内線２５７） 

公式テキストのご案内 

柳田國男読本 

『福崎と柳田國男』 

１冊 ２００円 

〈販売場所〉 
　・・記念館 
　・・教育委員会 
　・・文化センター 
　＊郵送もできます。 

試験時間　６０分 
出題形式　公式テキストから７０％以上 
　　　　　択一式のマークシート（５０問） 
受 験 料　１,０００円　当日払い 
　　　　　※学生（小・中・高校生）は無料 
　　　　　※団体１０人以上で９００円 
対 象 者　小学生以上 
定　　員　１００人（先着） 
合格基準　３５問以上の正解 
申込期限　７月１０日（金） 

最高得点者には
 

國男賞を贈りま
す 

★特製バッジ 
★もちむぎソフトクリーム券 

参加者特典 
★認定証 
★五角（合格）鉛筆 

合格者特典 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
６月１６日（火）・７月２１日（火） 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

　お子さんといっしょに絵本やわらべうた遊びを楽し
みながら、ゆったりと過ごしませんか。 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※申し込みは不要。どこの公民館に来られてもOKです。 
※６月２３日と２６日はミニデイ利用者の方との交流を 
　予定しています 

　みなさん遊びに来てくださいね♪ 

時間１０：００～１５：００ 

たかおかひろば 
（高岡幼児園　会議室） 

やちくさひろば 
（八千種幼児園　会議室） 

18日（木） 
（すきっぷひろばを兼ねています） 

25日（木） 

16日（木） 24日（金） 7月 

6月 

日　程 

６月１８日（木） 

６月２３日（火） 

６月２６日（金） 

６月２９日（月） 

実施場所 

八千種幼児園 

西野公民館 

田尻公民館 
（ミニデイと交流） 

新町公民館 
（ミニデイと交流） 

日　程 

７月１日（水） 

７月６日（月） 

７月１０日（金） 

実施場所 

西光寺公民館 

吉田公民館 

南大貫公民館 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
６月１１日（木）・７月９日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
７月２日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

　日ごろの子どもの食に関する疑問について、管

理栄養士さんにお話していただきます。 

日時　７月１５日（水）　１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 

場所　にこにこひろば 

講師　村田早苗　管理栄養士 

対象　未就園の子どもとその保護者 

申込先　にこにこひろば 

『子どもの食について考えてみましょう』 

日時　７月８日（水）　１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 

場所　文化センター　小ホール 

講師　いのうえ助産院　助産師　井上千秋さん 

　問い合わせはともだちひろばへ。 

　申込は不要です。 

「お母さんのからだのはなし」 
～自分のこころとからだをみつめよう～ 

日時　７月２２日（水）　１０：００～１０：３０（受付９：４５～） 

場所　福崎幼児園　お遊戯室 

演奏　牛尾奈津美さん、玉置真梨さん 

対象　就学前の子どもとその家族 

申込先　おひさまらんど 

小さなお友達も大歓迎！！ 

１５ 



１６ 

「児童手当の現況届」と 
「子育て世帯臨時特例給付金」のお知らせ 

■毎年６月は『現況届』の提出月です■ 

　児童手当の現況届は、６月１日における養育

状況により、児童手当を引き続き受ける要件が

あるかどうかを確認するためのものです。提出

がないと、受給資格があっても６月分以降の手

当が受けられなくなります。 

〈現況届の送付〉 

　６月上旬に郵送します。 

〈届出期間〉６月３０日（火）まで 

〈提出書類〉 

◎受給者の健康保険証の写し又は年金加入証

明書 

◎児童と別居している場合等、必要に応じて

提出していただく書類があります。 

〈支給月額〉 

〈支給対象者〉 

　平成２７年６月分の児童手当を受給される方 

　※特例給付の受給者は対象となりません。 

〈対象児童〉 

支給対象者の平成２７年６月分の児童手当の対

象となる児童 

〈支給額〉 

　対象児童１人につき３，０００円 

〈通知書等の送付〉 

６月上旬に児童手当の現況届とあわせて郵送

します。 

〈申請期間〉 

　１２月１日（火）まで 

〈提出書類〉 

　◎申請書 

◎昨年度と別の口座に振込み希望の方は本人

確認書類及び通帳の写し 

･･････････････ 公務員の方へ ････････････････ 

　勤務先で児童手当の受給証明をした「申請

書」が配布されますので、平成２７年５月３１日時

点の住所地の役所で手続きをしてください。 

≪注意≫　給付金を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に十分にご注意ください。 
※臨時福祉給付金については８月号でお知らせの予定です 

児童手当 子育て世帯臨時特例給付金 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７４） 

区　分 

０歳～３歳未満 １５，０００円 

第１子・第２子 

第３子以降 

１０，０００円 

１５，０００円 

１０，０００円 

５，０００円 
３歳～ 

小学校修了前 

中学生 

児童手当 
特例給付 

（所得制限限度額 
以上の場合） 

田んぼダム用せき板の設置について 

　一定の地域に激しい雨が降ると、水路や河川に一気

に雨水が流れ込み、溢水・洪水などに繋がります。既

存のせき板に、横１２cm×縦５cmの切欠きを設けた板

を追加することで、一時的に水田に水を貯留し、時間

をかけて流すことができ、災害を抑制する効果が期待

されます。 

　ただし、畔の高さによっては、使用することで水が

畔を超える恐れがありますので、営農に支障が無い範

囲で設置をご検討ください。 

問い合わせ先　農林振興課　土地改良係（内線３１１・３１２） セキ板設置状況 



１７ 

医
療
受
給
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ 

●
特
定
難
病 

対
象
者
　
有
効
期
限
が
平
成
２７

年
９
月
３０
日
ま
で
の
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成

２７
年
１０
月
１
日
以
降
も
引
き

続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
方 

申
請
受
付
予
定
期
間 

７
月
１
日（
水
）〜
８
月
３１
日（
月
） 

（
土
日
祝
は
除
く
） 

●
小
児
慢
性
特
定
疾
病 

対
象
者
　
有
効
期
限
が
平
成
２７

年
９
月
３０
日
ま
で
の
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成

２７
年
１０
月
１
日
以
降
も
引
き

続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
満
２０
歳
未
満
の
方 

　（
平
成
２７
年
１０
月
１
日
時
点
） 

申
請
受
付
予
定
期
間 

７
月
１
日（
水
）〜
８
月
２１
日（
金
） 

（
土
日
祝
は
除
く
） 

　 　
更
新
手
続
き
に
必
要
な
書
類

の
案
内
を
各
受
給
者
宛
に
郵
送

し
ま
す
。
７
月
上
旬
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
は
、
必
ず
問
い
合

わ
せ
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

申
請
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先 

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
（
福

崎
保
健
所
）
地
域
保
健
課 

　
２２
・
１
２
３
４ 

指
定
難
病
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病 

　
更
新
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

神崎地域障がい者雇用促進のつどい 神崎地域障がい者雇用促進のつどい 
　神崎地域周辺の企業で働きたいという障がいの
ある方を対象に「神崎地域障がい者雇用促進のつ
どい」を開催します。 
対象者　神崎郡内に在住で、概ね１年後までに一
般企業での就労（週２０時間以上）を希望する障が
いのある方 
内容　神崎地域周辺の企業（１０社程度）との就職面
接相談会 
日時　７月９日（木） 
　　　１３：３０～１５：００（受付は１４：００まで） 
場所　市川町文化センター 
参加方法　事前申込は不要。当日「参加申込書」と
「履歴書」、障害者手帳を持参してください。「応
募希望票」を記入していただきます。（用紙は、
ハローワーク姫路、役場健康福祉課、当日の会
場に設置） 
問い合わせ先 
　〇ハローワーク姫路専門援助部門 
　　　０７９－２２２－４４３５　FAX ０７９－２２２－４４３７ 
　〇健康福祉課　町民福祉係（内線３５１・３５３） 
　　FAX ２２－５９８０ 

おおむ 

　土と自然に触れ、野菜などを育て収穫する喜び
を味わってみませんか。町民農園を利用して家庭
菜園を始めたい方を募集します。 

〈募集内容〉 
場所　馬田字竹之元（市川河川敷の西側） 
募集区画　１区画 
面積　約６７㎡ 
利用料　年間１㎡あたり４０円 
申込期間　６月２２日（月）まで 
申込方法　農林振興課に備え付けの申込用紙に必
要事項を記入、押印のうえ、提出してください。 
　※申込多数の場合は抽選とします。 
問い合わせ先　農林振興課農政係（内線３１４） 

町民農園利用者募集 

　道路に設置されている側溝のグレーチング蓋の盗難

が多発しているため、道路パトロールを強化し、警戒

に努めています。 

　蓋がなくなってい

る場所を発見した

り、不審な行動を目

撃した時は、すぐに

ご連絡ください。 

　町道において、舗装、水路

蓋及び防護柵など、道路施

設の経年劣化による事故が

多発しているため、道路パ

トロールを強化しています。 

道路上の不具合箇所を発見

された時は、まちづくり課

までご連絡ください。 

（内線３３４） 

舗装などの劣化による 
事故が多発 

見かけたらご連絡ください！ 

グレーチング蓋の盗難が多発 
見かけたらご連絡ください！ 

○被害箇所を見かけたら　役場まちづくり課（内線３３４） 

○不審車両を見かけたら　福崎警察署　　２３－０１１０ 



　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連

盟
神
崎
第
一
団
様
か
ら
、
青
少
年

健
全
育
成
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
醸
成
の
た
め
、
椅
子
、
冷
蔵
庫

等
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

善
意 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
４
月
分
） 

〈
三
木
家
住
宅
に
関
す
る
事
業
〉 

寄
附
者
　
㈱
マ
ル
フ
ク
様 

　
　
　
　
（
福
崎
町
） 

寄
附
金
額
　
３
０
３
８
６
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は 

　
　
６
月
１６
日（
火
） 

　
　
７
月
２１
日（
火
） 

　
　
８
月
１４
日（
金
）〜
１６
日（
日
） 

　
　
９
月
１５
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。
（
９
月
中
の
利
用
は
７
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

駅
前
駐
車
場
使
用
申
込
受
付
中 

　
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
前
駐
車
場
の
使
用

申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

契
約
期
間
　
契
約
日
か
ら
平
成
２８

年
３
月
３１
日
ま
で 

募
集
区
画
数 

・
第
１
駐
車
場
（
南
側
）
３
区
画 

使
用
料
金 

・
５
３
０
０
円 

　（
１
区
画
・
１
カ
月
あ
た
り
） 

申
込
方
法
　
印
鑑
・
自
動
車
検
査

証
の
写
し
を
持
参
の
う
え
、
企

画
財
政
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

※
先
着
順
と
し
ま
す
の
で
、
定
員

に
な
り
次
第
募
集
を
終
了
し
ま

す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
企
画
財
政
課
（
内
線
２
３
２
） 

  

産
業
活
性
化
緊
急
支
援
事
業
（
住

宅
改
修
助
成
制
度
）
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
！ 

　
町
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
、

住
宅
等
の
修
繕
、
補
修
等
改
修
工

事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
の
対
象
者 

・
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
が

あ
る
人 

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅 

・
補
助
対
象
者
が
所
有
す
る
、
ま

た
は
所
有
者
が
改
修
工
事
す
る

こ
と
に
承
諾
し
、
対
象
者
が
自

己
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る

町
内
の
住
宅
及
び
こ
れ
に
付
随

す
る
施
設 

・
集
合
住
宅
は
対
象
者
の
専
有
部

分
、
併
用
住
宅
は
住
居
部
分
の

み 
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事 

・
町
内
の
施
工
業
者
（
該
当
す
る

業
者
で
あ
る
か
は
地
域
振
興
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

を
利
用
し
て
行
う
改
修
工
事
で
、

経
費
が
２０
万
円
以
上
の
工
事 

（
太
陽
光
発
電
等
省
エ
ネ
改
修

工
事
も
対
象
で
す
） 

補
助
金
の
額 

・
工
事
に
要
す
る
経
費
の
８
％
に

相
当
す
る
額
以
内
で
８
万
円
を

限
度
と
す
る
。
（
１
０
０
０
円

未
満
の
端
数
切
り
捨
て
） 

補
助
の
対
象
期
間 

・
平
成
２９
年
３
月
３１
日
ま
で
（
た

だ
し
、
工
事
の
着
工
及
び
完
了

は
同
一
年
度
内
と
し
ま
す
） 

補
助
の
回
数 

・
同
一
住
居
ま
た
は
同
一
人
に
つ

い
て
１
回 

補
助
金
申
請
の
手
続
き 

・
改
修
工
事
の
着
工
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
申

請
書
・
事
業
計
画
書
・
収
支
予

算
書
・
建
物
登
記
簿
謄
本
ま
た

は
建
物
の
所
有
権
を
証
明
で
き

る
書
類
・
改
修
見
積
書
・
施
工

前
写
真
が
必
要
で
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
地
域
振
興
課
（
内
線
３
９
２
） 

  「
心
を
開
く
親
の
会
」
の
ご
案
内 

　
福
崎
町
で
は
町
内
の
児
童
生
徒

な
ど
に
係
る
ご
家
族
の
方
々
の
教

育
相
談
の
場
と
し
て
「
心
を
開
く

親
の
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

登
校
や
学
校
生
活
で
の
諸
問
題
に

つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

開
催
日 

　
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日 

※
休
日
等
の
関
係
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

場
所 

　
福
崎
町
サ
ル
ビ
ア
会
館 

問
い
合
わ
せ
先 

　
学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
２
） 

  

総
合
治
水
の
推
進
に
つ
い
て 

　
近
年
の
豪
雨
等
に
よ
る
浸
水
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
兵
庫
県
で

は
「
総
合
治
水
条
例
」
を
施
工
し
、

「
な
が
す
」「
た
め
る
」「
そ
な
え
る
」

を
組
み
合
わ
せ
た
「
総
合
治
水
」

を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
毎
年
５
月
１５
日
〜
２１
日

は
総
合
治
水
推
進
週
間
で
す
。
兵

庫
県
で
は
総
合
治
水
の
推
進
を
図

る
た
め
の
様
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
条
例
の
内
容
や
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
兵
庫
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/ 

ks13/sougouchisui-jyorei.htm
l 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

お知らせ 

information

１８ 

　
今
月
（
６
／
２０
〜
７
／
１９
）
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
予
定
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ 

　
７
月
１
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
七
種
川
沿
い
新
町
花
壇 

　
７
月
１５
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
元
Ｊ
Ａ
八
千
種
前
花
壇 

問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
　
２２
・
３
７
５
５ 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
） 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　

広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”こ
こ
ろ
豊
か
な 

ふ
く
さ
き
“を
願
っ
て 

“こころ豊かな兵庫”を 
めざして 

（愛称： 
 ココロン） 



カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
!! 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
７
月
５
日（
日
） 

　
＊
午
前
の
部
（
９
時
〜
１２
時
） 

　
＊
午
後
の
部
（
１３
時
〜
１６
時
） 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
各
１５
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

申
込
　
６
月
１６
日
（
火
）
か
ら
先

着
順 

参
加
費 

　
小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円 

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
開
催
！ 

　
５
月
９
日
、
さ
る
び
あ
ド
ー
ム

で
「
町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
途

中
、
小
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ド
ー
ム
の
威
力
を
発
揮
し
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
団
体
の
部
】 

優
　
勝
　
山
崎
Ｇ
Ｇ
同
好
会
Ａ 

準
優
勝
　
新
町
Ｇ
Ｇ
同
好
会
Ａ 

第
３
位
　
田
口
男
子 

【
個
人
男
子
の
部
】
（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
増
田
和
司
（
八
反
田
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
Ａ
） 

【
個
人
女
子
の
部
】
（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
長
尾
美
幸
（
山
崎
Ｇ
Ｇ

同
好
会
Ａ
） 

ス
ポ
ー
ツ 
「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
海
外

養
成
塾
」
参
加
者
募
集
！ 

　
次
代
を
担
う
青
年
が
、
兵
庫
県

と
友
好
関
係
が
あ
る
国
を
訪
問
し
、

現
地
青
年
と
の
交
流
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、

国
際
的
視
野
を
身
に
つ
け
、
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
た
め
、
「
兵
庫
県
青
年
洋

上
大
学
海
外
養
成
塾
」
を
開
催
し

ま
す
。 

日
程
　
５
泊
６
日 

　
９
月
１０
日（
木
）〜
１５
日（
火
） 

行
き
先
　
中
華
人
民
共
和
国
（
海

南
省
・
香
港
） 

募
集
人
員
　
８０
名 

参
加
費
用 

　
８
１
０
０
０
円（
予
定
） 

※
旅
行
代
金
１
６
２
０
０
０
円（
予

定
）の
う
ち
、
兵
庫
県
が
半
額
を

負
担
） 

応
募
資
格
　
兵
庫
県
に
在
住
又
は

在
勤
・
在
学
す
る
概
ね
２０
〜
３５

歳
の
青
年
等 

特
徴 

①
現
地
青
年
と
の
交
流
、
現
地
青

年
も
参
加
す
る
班
別
行
動
な
ど

に
よ
る
多
彩
な
交
流
・
体
験 

②
現
地
企
業
訪
問
や
現
地
兵
庫
県

民
会
と
の
交
流 

募
集
時
期
　
７
月
１３
日（
月
）必
着 

問
い
合
わ
せ
先 

（
公
財
）兵
庫
県
青
少
年
本
部 

　
０
７
８
・
８
９
１
・
７
４
１
０ 

１９ 

個人の部優勝 
長尾さん、増田さん 

団体の部優勝 
「山崎GG同好会A」のみなさん 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を 
受けていますのでご利用ください。 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 

母子相談 
　毎月第2月曜日　10:30～15:00 
　※祝日の場合は翌日に変更 
　（担当＝健康福祉課・内線364） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

23

月　日 

ふれあいワンデー生活塾 アウトドア生活塾　NO.1

7月25日（土）～26日（日） 

青少年野外活動センター 

定員になり次第締め切ります 

（行事保険料を含む） 

第１体育館で、所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を 
添えてお申し込みください。（電話での予約申込はできません） 

・参加申込は１人につき2人分まで受付できます。 

8：30～22：00（日曜日は17：00まで、月曜日は休館） 

7月20日（月・祝） 

１人1,000円 １人2,000円 

7月3日（金）から先着順 6月26日（金）から先着順 

町内の小学1～3年生 町内の小学4～6年生 

50人 40人 

場　所 

対 　 象 

定 　 員 

参 加 料 

申込期間 

受付時間 

申込方法 

そ の 他 

「ふれあいワンデー生活塾」　　　　　　 
「アウトドア生活塾」　　　　　　　　　 
夏休みの思い出に、楽しく貴重な体験をしませんか？ 

参加者募集！ 

お
お
む 



瀬
戸
内
の
フ
ェ
リ
ー
甲
板
春
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
う
ら
ら
か
や
足
湯
楽
し
む
峡
の
宿 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

咲
き
ほ
こ
る
花
を
裾
濃
に
天
守
閣 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

満
開
の
花
を
裳
裾
の
白
鷺
城 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

手
を
放
れ
し
風
船
ふ
わ
り
空
に
浮

く
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

見
渡
せ
ば
一
望
千
里
山
櫻 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

さ
ざ
波
の
光
を
綾
に
花
筏 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

コ
ト
コ
ト
と
水
車
廻
れ
る
長
閑
な

日
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

草
引
き
の
手
も
と
に
遊
ぶ
し
じ
み

蝶
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

櫻
散
る
優
雅
な
舞
の
京
芸
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

異
国
人
巡
る
名
所
に
櫻
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

峡
里
の
小
道
を
急
ぐ
夕
遍
路 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

舞
も
つ
れ
風
に
吹
か
れ
る
双
つ
蝶 

　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

ふ
る
里
の
空
映
す
池
蛙
鳴
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

風
力
計
ゆ
っ
く
り
廻
る
長
閑
な
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

長
閑
さ
や
天
よ
り
羽
毛
降
っ
て
く

る
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

ゆ
る
や
か
な
小
流
れ
を
ゆ
く
葩
び
ら
の
途
切
れ
て
は

折
お
り
花
筏
な
す
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

爛
漫
の
さ
く
ら
を
濡
ら
す
雨
も
よ
し
傘
さ
し
め
ぐ
る

百
歳
の
森
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

用
済
み
と
思
い
込
み
た
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を
き
れ
い
に

拭
い
た
と
少
年
の
云
う
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

小
さ
き
嘘
な
ど
何
で
も
な
い
よ
波
ひ
か
る
海
峡
超
え

ゆ
く
遍
路
の
旅
路
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

タ
オ
ル
数
多
が
春
の
陽
ざ
し
に
嬉
し
そ
う
う
ら
う
ら

う
ら
と
吾
の
心
は
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

花
瓶
に
挿
す
　
梅
の
花
厨
辺
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
春

を
つ
れ
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

満
開
も
散
る
も
風
雨
に
さ
せ
ら
れ
し
さ
く
ら
花
び
ら

溝
に
寄
り
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

揚
げ
雲
雀
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
燦
燦
と
四
温
の
日
差

し
新
築
に
そ
そ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

田
の
ひ
と
面
黄
色
に
染
め
て
菜
の
花
は
ゆ
き
交
う
人

の
感
嘆
の
こ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

満
開
の
さ
く
ら
の
下
に
く
つ
ろ
ぎ
て
地
区
の
花
見
は

桜
に
酔
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

た
そ
が
れ
の
驟
雨
の
あ
り
て
学
舎
の
満
開
の
桜
耐
え

し
の
び
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

沓
脱
の
石
の
感
触
こ
こ
ち
よ
し
春
の
薄
着
に
温
も
り

て
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

は
な 

つ
ら 

の
ど
か 

も
す
そ 

す
そ
ご 

ふ
た
つ 

か
い
さ
と 

俳

句

会 

短

歌

会 

２０ 

災害のない豊かな農村をめざして 
ため池を守ろう！ 

主催：兵庫県・福崎町 

協賛：兵庫県土地改良事業団体連合会 

　　　兵庫県ため池等整備事業促進協議会 

　　　（社）兵庫県治山林道協会 

　この時期は、梅雨の長雨により、土砂災害やため池の

決壊などの災害が発生しやすくなります。県・町では、

関係機関をあげて防災パトロールを行っています。ため

池の日常管理は、貯水機能を維持するだけでなく、施設

の異常を発見し、災害を未然に防ぐ手段になります。パ

トロールのルールを定め、管理体制の充実を図りましょ

う。また、作業は単独で行わず、必ず２人以上で行いま

しょう。 

　普段から危険箇所や避難場所について家族や

地域で十分に話し合い、実際に自分の目で確認

しておくことが大切です。非常時の携帯品を用

意するなどして、災害に備えましょう。 

①堤体の草木が大きくなっていませんか？ 
②堤体にひび割れや陥没はありませんか？ 
③巻き上げハンドルやゲートはきちんと作動しますか？ 
④洪水吐に土のうを積んでいませんか？ 
⑤ため池に倒木やゴミ等が浮かんでいませんか？ 

ため池の状態チェック 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

1 

3 

8 

11 

 

17 

 

18 

20 

22 

27 
 

28 

29

月 

水 

月 

月 

 

水 

 

木 

土 

月 

土 
 

日 

月 

 

13:00 

10:30 

 

10:00 

13:00 

13:00 

13:20 

8:30 

10:30 

8:00 

14:00

 

 

 

 

 

 

 

 

要予約 

 

 

 

要申込 

トライやる・ウィーク（～５日） 

なやみごと相談 

母子相談 

もち麦の日「もちむぎゅっとな一日」 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

町ぐるみ健診（２１・２５・２６・２９・３０日） 

母子相談 

子ども会球技大会 

子ども映画会 

町民ゴルフ大会 

フクちゃん読書の日 

 

サルビア会館 

 

 

 

サルビア会館 

 

文化センター 

保健センターほか 

 

福崎小学校 

図書館 

福崎東洋ゴルフ倶楽部 

 

社会福祉協議会 

 

 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

文化センター 

保健センター 

 

 

図書館 

ゴルフ協会 

＝余田アドプト事業推進グループ＝ 
　私たちは「こすもすの会」のボランティアグループ

です。 

　花が大好きな仲間が集まり、余田地区の玄関口にあ

たる八千種小学校体育館前の手作りの花壇に年２回、

季節の花植え作業と管理、２ケ月に１回余田地区内の

道路や水路脇のごみ・缶拾いをして景観をよくする活

動をしています。 

　ボランティアに参加して花を植えることにより、自

分の心にも花を咲かせ、また、仲間との話には大輪の

花を咲かせています。皆さんに喜んでいただき、「きれ

いね！」と言っていただけることが私たちの喜びです。 

アドプト事業とは？ 
　福崎町では、地域住民や企業等の団体がボランティア活
動を通じて自ら道路や公園など公共物の清掃美化等の活動
を行う「福崎町アドプト事業」を実施しています。アドプ
トとは「養子にする」という意味です。地域の皆さんに育
て親となってもらい、美しい町づくりをめざすものです。 
　皆様の参加をお待ちしております。 

問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 

★私たちアドプト事業に参加しています★ ★私たちアドプト事業に参加しています★ ★私たちアドプト事業に参加しています★ 

２１ 

もち麦産地振興協議会 

家族や仲間でもち麦を食する日 
毎月１１日「健康を意識する日」 
６月１１日「もちむぎゅっとな一日」 
１２月３１日「年越しもちむぎ麺の日」  
もち麦の日の制定を記念して、６月１１日にもち
むぎのやかたにご来店いただいた方、先着１００名
様に 
　・簡単な料理レシピ集 
　・もちむぎ粉 
　・もちむぎ精麦 
をプレゼント 



No.326
福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

平成２７年度町ぐるみ健診が６月２０日から始まります！ 
健（検）診を受けて、ご自身の健康を確認し、健康づくりをはじめましょう！！ 

２２ 

　平成５６年以降、日本人の死亡原因の第1位はがんです。

診断と治療の進歩により、早期発見・早期治療が可能となっ

ていますが、検診受診率は、まだまだ低い状況です。 

　多くの方に受診していただけるように「子宮頸がん検診無料ク

ーポン券」「乳がん検診無料クーポン券」「節目検診無料クーポン券」

を発行しています。 

　お手元に届いている方は、この機会にぜひ受診してください。 

※年齢は平成２８年４月１日現在 

年齢 

２１歳 

２３歳 

２８歳 

３３歳 

３８歳 

２６歳 

３１歳 

３６歳 

４１歳 

生年月日 対象者条件 

Ｈ６.４.２～Ｈ７.４.１生 

Ｈ４.４.２～Ｈ５.４.１生 

Ｓ６２.４.２～Ｓ６３.４.１生 

Ｓ５７.４.２～Ｓ５８.４.１生 

Ｓ５２.４.２～Ｓ５３.４.１生 

Ｈ１.４.２～Ｈ２.４.１生 

Ｓ５９.４.２～Ｓ６０.４.１生 

Ｓ５４.４.２～Ｓ５５.４.１生 

Ｓ４９.４.２～Ｓ５０.４.１生 

全員 

Ｈ２５年度に発行した無料 
クーポン券の未利用者 

過去５年間に町の実施した 
子宮頸がん検診の未受診者 
（今年度検診意向調査にて、 
職場検診等で受ける意向の 
あるものを除く） 

※年齢は平成２８年４月１日現在 （女性のみ） 

年齢 

４１歳 

４３歳 

４８歳 

５３歳 

５８歳 

生年月日 対象者条件 

Ｓ４９.４.２～Ｓ５０.４.１生 

Ｓ４７.４.２～Ｓ４８.４.１生 

Ｓ４２.４.２～Ｓ４３.４.１生 

Ｓ３７.４.２～Ｓ３８.４.１生 

Ｓ３２.４.２～Ｓ３３.４.１生 

全員 

Ｈ２５年度に発行した無料 
クーポン券の未利用者 

※年齢は平成２８年４月１日現在 （女性のみ） 

年齢 

４０歳 

４１歳 

４６歳 

５１歳 

５６歳 

６１歳 

歯科検診 

前立腺がん 
検診（男） 

※昨年受診 
の方は除く 

※昨年受診 
の方は除く 

※受診歴の 
ある方は除 
く 

※国保の方 
のみ 

生年月日 無料となる健（検）診 

Ｓ５０.４.２～Ｓ５１.４.１生 

Ｓ４９.４.２～Ｓ５０.４.１生 

Ｓ４４.４.２～Ｓ４５.４.１生 

Ｓ３９.４.２～Ｓ４０.４.１生 

Ｓ３４.４.２～Ｓ３５.４.１生 

Ｓ２９.４.２～Ｓ３０.４.１生 

胃
が
ん
検
診 

大
腸
が
ん
検
診 

歯
科
検
診 

乳
が
ん
検
診（
女
） 

子
宮
頸
が
ん
検
診（
女
） 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診 

特
定
健
診 

注）「子宮頸がん検診　無料クーポン券」と「乳がん
検診　無料クーポン券」は集団検診と指定の医療
機関での個別検診で使用できます。「節目検診　
無料クーポン券」が使用できるのは福崎町が実施
する集団検診のみです。詳しくは同封のご案内を
確認してください。 

時　　間 

１０：００～１１：３０ 

１３：３０～１５：３０ 

場　　　所 

ウシオ精工㈱第二工場 

福崎町役場 

★400mL献血にご協力ください★ 
２００ml献血は、当日の必要数が確保でき
た時点で受付を終了し、その後は４００ml
献血のみ受付いたします。 

献血キャラクター 
「　　　　　　　」 

6月24日（水） 

広げよう献血の輪

みなさんの善意の献血が 
尊い命を救います！ 



保健センターだより 

２３ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２７.３月生まれの児 

Ｈ２７.２月生まれの児 

Ｈ２６.８月生まれの児 

Ｈ２６.６月生まれの児 

H２４.２・３月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時３０分～１４時 

６/８（月） 

月～金 

６/２３（火） 
 

６/８（月） 
 

６/２４（水） 

６/１６（火） 

６/２４（水） 

６/８（月） 

６/１７（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター6月定例行事予定 

＊二種混合・三種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・
ヒブ・小児用肺炎球菌・水痘予防接種は、接種間隔
に気をつけましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１
年間です。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受
けましょう。 

予
防
接
種 

町
の
せ
ん
せ
い
『
健
康
ひ
と
こ
と
コ
ラ
ム
』 

地
元
の
診
療
所
を
育
て
て
く
だ
さ
い 

ミ
ナ
ミ
整
形
外
科
内
科
　
南
　
堰
雄 

　
今
回
は
い
つ
も
の
テ
ー
マ
と
は
少

し
ハ
ズ
レ
た
話
題
を
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
町
民
の
町
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見
ま
す
と
、
健
康
面
で
は

ま
ず
何
時
で
も
何
で
も
診
て
も
ら
え

る
総
合
病
院
が
欲
し
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
も
し
そ
れ
が
出
来
る
な
ら

町
民
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
現
実
に
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。 

　
播
磨
、
特
に
中
国
道
沿
い
の
町
は

今
後
人
口
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
医
療
機
関
も
姫
路
市
中
心
沿

岸
地
域
に
集
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

病
院
は
統
合
さ
れ
、
大
病
院
は
更
に

大
き
く
な
り
、
残
っ
た
病
院
は
縮
小

し
て
い
ま
す
。 

　
格
差
の
拡
大
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
型
ス
ー
パ
ー
が
地
域
の
商
店

を
崩
壊
さ
せ
て
い
ま
す
。
医
療
に
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。 

　
播
磨
の
医
師
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
医
師
や
医
療
従
事
者
も
大
病
院

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
人

に
そ
の
傾
向
が
強
い
の
は
仕
方
が
な

い
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
教
育
や
生

活
を
楽
し
む
為
に
は
、
都
会
の
方
が

よ
い
と
考
え
る
人
が
多
い
か
ら
で

す
。 

　
そ
の
よ
う
な
現
実
の
中
で
、
私
た

ち
の
町
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
福
崎

町
近
隣
に
も
以
前
は
入
院
で
き
る
診

療
所
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
し
た
が

激
減
し
て
い
ま
す
。
診
療
所
の
医
師

自
体
、
そ
の
地
区
に
は
居
住
せ
ず
都

会
か
ら
通
勤
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
診
療
時
間

外
、
夜
間
の
急
病
は
救
急
車
頼
み
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
ど
う
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
大
変
難

し
い
問
題
と
は
思
い
ま
す
が
私
た
ち

一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
が
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
県
西
部
を
見
回
し
て
み
る
と
、

時
間
を
争
う
急
病
患
者
が
救
急
搬
送

さ
れ
て
も
間
に
合
わ
な
い
地
域
が
広

く
あ
り
ま
す
。
周
辺
部
を
整
理
し
て

中
心
部
に
集
め
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
て
活
性
化
に
努
め
る

か
、
方
向
性
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。 

第１１回 

　私たちが普段何気なく行っている「おいしく
食べる」「おもいっきり笑う」「楽しく話す」
は、口の機能が正常で、からだが健康だからこ
そできることで、高齢になるほど生きがいにつ
ながっていきます。いくつになっても元気に楽
しく生活するために、さっそく今日から、歯と
口の健康づくりに積極的に取り組みましょう！ 

①規則正しい生活をおくろう 
　～十分な睡眠と栄養バランスのよい食事を～ 

②食事はよくかんで食べよう 
　～食べ過ぎの防止 
　　だ液をよく出して虫歯予防～ 

③１日１回は時間をかけて歯みがきを 
　～フロスや歯間ブラシも効果的に利用しよう～ 

④かかりつけの歯医者さんを持とう 
　～定期的にプロのチェックを受けよう～ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２７年４月末現在 

７，４１６世帯 
９，３３３人　 
９５人　 
１３人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６１７人 
１０，２８４人 

８２人 
１７人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 

も
ち
麦
生
産
組
合
の
生
産
者
が
一
堂
に
会
し
、
収
穫
前
に
巡
回
を
行

い
、
今
年
の
出
来
具
合
や
収
穫
時
期
を
予
想
し
ま
す
。 

　
５
月
下
旬
か
ら
、
収
穫
適

期
を
迎
え
た
ほ
場
か
ら
順
番

に
収
穫
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

収
穫
時
期
に
雨
に
あ
た
る
と

収
量
や
品
質
は
下
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
生
産
者
の
努
力

が
報
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、

こ
の
時
期
の
天
気
に
か
か
っ

て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。 

　
今
年
は
、
１０
人
の
生
産
者

で
３５ 
ha
の
も
ち
麦
を
作
り
ま

し
た
。
来
年
は
、
も
う
少
し

た
く
さ
ん
の
も
ち
麦
を
作
り

ま
す
。 

 

町
内
の
各
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
福
崎
警
察
署
や
福
崎
町
交
通
安

全
対
策
会
議
の
み
な
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
の
ル
ー
ル
や
、
歩
行
中
の
安

全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
最
近
は
自
転
車
と

歩
行
者
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 


